


2広報 平成 年 月 日

感
染
力

強

、

多

方

軽
症

回
復

、

治
療
薬（

、

）

有
効

。

、

基
礎
疾
患（

糖
尿
病、

息

）

人

妊
婦

重
症
化

可
能
性

、

注
意

必
要

。

今
回

新
型

作

、

、

重
症
化

死
亡

防
止

一
定

効
果

期
待

。

、

感
染

防

効
果

証
明

、

接
種

、

。

国
内
産

、

安
全
性

長
年
接
種

季
節
性同

程
度

考

、

有
効
性

程
度
期
待

。

輸
入

関

、

海
外

承
認

前
提

、

様
々

、

有
効
性
・
安

全
性

確
認

実
際

接

種

。
接
種

多

方
々

重
症
化
予
防

、

接
種
後、

腫

、

熱

出

症

状

出

場
合

、

重
篤

症
状

引

起

可
能

性

。

点

理

解

、

個
人

判
断

接
種

受

願

。

情
報

国
・
県
・
町

随
時

提
供

。

新
型、

当
面、

数

限

、

必
要
性

高

方
々

早

接
種

工
夫

求

。

、

重
症
化
予
防

効

果

、

下

図

優
先
的

接
種

方
々

接

種

標
準
的

提
示

。

、

対
象
者
全
員

回
接
種

仮
定

場
合

、

実
際

前
倒

可
能
性

。

具
体
的、

県
・
町

等

随
時

知

。※
左
記
以
外

方
々

接
種

、

左
記

方
々

接

種
状
況

、

対
応

示

。

※「

基
礎
疾
患

有

方
々

（

最
優
先）」

、

重

症
化

高

者

、

一
定

基
準

該
当

医
師

判
断

者

。

《

優
先
接
種
対
象

基
礎
疾
患》

①
慢
性
呼
吸
器
疾
患

②
慢
性
心
疾
患

③
慢
性
腎
疾
患

④
慢
性
肝
疾
患

⑤
神
経
疾
患
・
神
経
筋
疾
患

⑥
血
液
疾
患

⑦
糖
尿
病

⑧
疾
患

治
療

伴

免
疫
抑

制
状
態

⑨
小
児
科
領
域

慢
性
疾
患

、

全

方

同
時

接
種

行

困
難

、

中

最
優
先

接
種

者

基

準

。

詳

医

確
認

。

内
科、

小
児

科、

産
婦
人
科

医
療
機

関

受。

県
内

接
種

医

療
機
関

県、

町
等

確
認

。

町

内

接
種

医
療
機
関

次。

なかがわ

は

い
の
で
す
が

く
の

は

の
ま
ま

し
て

お
り

ま
た

タ
ミ
フ
ル

リ
レ
ン
ザ

が

で
す

た
だ

し

ぜ
ん

な
ど

の
あ
る

や

さ
ん

は

す
る

が
あ
り

が

で
す

の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
は
じ
め
て

る
も
の

で
す
が

こ
れ
ま
で
の
デ

タ
か

ら

や

の

に
は

の

が

で
き
ま
す

た
だ
し

を

ぐ

は

さ
れ
て
い
な
い
た
め

し
た
か
ら
と
い
っ
て

か
か
ら
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は

は

さ
れ
て

き
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
と

と

え
ら
れ

も
あ
る

で
き
ま

す

さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に

し
て
は

で

さ
れ
て
い

る
こ
と
を

と
し
て

な

デ

タ
を
も
と
に

を

し
て
か
ら

の

を
は
じ
め
ま
す

ワ
ク
チ
ン

は

く
の

に

と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
し
ま
す
が

れ
た
り

が

る
な
ど
の

が

る

も
あ
り

ま
れ
に

な

を

き

こ
す

も
あ
り
ま
す

こ
の

を
ご

い
た
だ
い
た
う
え
で

の

で

を

け
て
い
た
だ
く

よ
う
お

い
し
ま
す

そ
の
た
め

の

は

か
ら

し
て
い
き
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は

に

り
が
あ
る

た
め

よ
り

の

い

が

く

で
き
る
よ
う
な

が

め
ら
れ
ま
す

そ
こ
で

ワ

ク
チ
ン
の

と
い
う

を
ふ
ま
え

の

の
と
お
り

に

で
き
る

と

の

な
ス
ケ
ジ
ュ

ル
が

さ
れ
ま
し
た

な
お

こ
の

ス
ケ
ジ
ュ

ル
は

が

す
る
と

し
た

の
も
の
な
の
で

に
は

し
に
な
る

も
あ
り
ま
す

な
ス
ケ
ジ
ュ

ル
に
つ

い
て
は

の
ホ

ム
ペ

ジ

で

お

ら
せ
い
た
し
ま

す

の

へ
の

に

つ
い
て
は

の

へ
の

を
ふ
ま
え

が

さ

れ
ま
す

を

す
る

と
は

と
く
に

の
リ
ス
ク
が

い

と
し
て

の

に

す
る
と

が

し
た

で
すの

や

に

う

の

し
か
し

こ
れ
ら
の

て
の

が

に
ワ
ク
チ
ン

を

う

こ
と
は

な
た
め

こ
の

で

も

し
て

す
る

の

が
あ
り
ま
す

し
く
は
か
か

り
つ
け

に
ご

く
だ
さ
い

な
ど
の

で

け
ら
れ

ま
す

で

で
き
る

は

の
ホ

ム
ペ

ジ

で
ご

く
だ
さ
い

で

で
き

る

は

の
と
お
り
で

す
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ー

ー
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ー
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は

が

く
な
っ
た
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で

く
な
っ
た
り
す
る
の
を

ぐ
の
に

の

が

め
ら
れ
て
い
ま

す

た
だ
し

の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

症
状

重

、

亡

防

一
定

効
果

認

。

、

万
能

解
決
策

。
～

今
回

新
型

特
徴

？～

～

接
種

意
義

？～

～
有
効
性
・
安
全
性

？

接
種

当

効
果

考
慮

優
先
的

接
種

方
々

接
種
場
所

の

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の

と
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の

の

は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の

は

ワ
ク
チ
ン

に

た
っ
て

は

と
リ
ス
ク
を

し

て
く
だ
さ
い

に

で
き
る

に
つ
い
て

つ
い
て
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生活保護世帯

住民税非課税
世 帯

上記以外 方

白
寄
医
院

坂
本

高
野
病
院

飯
塚
医
院

佐
藤
医
院

上
野
医
院

鈴
木
整
形
外
科

接
種
費
用

実
費

。

回
接
種

場
合、

全
国
一
律

一
回
目

円、

二
回

目

円（

一
回
目

異

医
療
機
関

接
種

場

合

円）

。国

、

。

、

町

優
先
接
種
対
象

者

、

国

定

負
担
軽

減
対
象
者

。

季
節
性、

新
型

効
果

？効
果

考

。

季
節
性接

種

希
望

場

合
、

月
中
旬
頃

接
種

望

。
新
型

感

染

人

、

新
型接

種

必
要

？
一
般
的
、

新
型

感
染

発
症

方

、

免
疫

持

考

、

予
防
接
種

必
要

考

。

確
実

新
型

感
染

言

、

専
門

検
査

確
認

行

方

。

優
先
接
種
対
象

人

接
種

？

、

優
先
接
種
対
象
者

新
型接

種
？

優
先
的

対
象
者
以
外

方

々

、

希
望
者

接
種

受

必
要

考

。

優
先

接
種

終
了
次
第、

流
行

状
況

接
種

状
況、

供
給
量

踏

対
応

。

、
優
先
順
位
対
象
者

方
々
、

必

接
種

。

、

接
種
回
数

、

今
後
変
更

可
能
性

、

町

、

随
時
情
報

提
供

。

馬
頭
健
康
管
理

なかがわ

の

ク
リ
ニ
ッ
ク

は

に
な
り
ま
す

の

で

は

は

と

な
る

で

す
る

に
は

と
な
り

ま
す

で
は

こ
と
と
し
て
い
ま

す
ま
た

で
も

の
う
ち

が

め
る

の
ほ
か
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
も

が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
は
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
し

か

が
な
い
と

え
ら
れ
て
い

ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の

を

す
る

は

ま
で
に

を
す
る
こ
と
が

ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

し
た

で
も

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

が

で
す
か

に

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に

し
て

し
た

は

を

っ
て
い
る
と

え

ら
れ
る
た
め

を
す
る

は
な
い
と

え
ら
れ
ま
す

に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

し
た
と

え
る
の
は

の

で
ウ
イ
ル
ス
の

が

わ
れ
た

の
み
で
す

で
な
い

は

で
き
な
い
の
で
す
か

ま
た

は

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

し
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か

な

の

に
つ
い
て
も

が

を

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

は
あ
る
と

え
て
い
ま
す

が

の

や

の

な
ど
を

ま
え

し
て
い
き
ま
す

ま

た

の

は

ず

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ス
ケ
ジ
ュ

ル

な

ど
に
つ
い
て
は

に
な

る

も
あ
り
ま
す
の
で

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
や

の
ホ

ム
ペ

ジ
な
ど
で

を

し

て
い
き
ま
す

セ
ン
タ
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92

費用 免除・助成の

優 先 接 種 者 区 分 申請受付日 免除・助成

優
先
接
種
対
象
者

、

生
活
保
護
世
帯

住
民
税

非
課
税
世
帯

方

接
種
費
用

全
額
免
除

妊
婦、

基
礎

疾
患

有

方、

幼
児
及

小

学
生

方

対
象

予
防

接
種
費
用
初
回
分

助
成

行

。

接
種
前

下
記

表

参
考

申
請

下

。

町
内

医
療
機
関

接

種

方
、

医
療
機
関

証
明
書

提
出

、

無
料

接
種

。

町
外

医
療

機
関

接
種

方
、

一
度
接
種
費
用

医
療
機

関

支
払
、

接
種
後
証

明
書

添

申
請

接
種
料
金

戻

問

合

の

の

う
ち

と

の

の

を

す
る

を

す
る

び

の

を

にの

を

い
ま
す

に

の

を

に

を
し
て

さ
い

の

で

す
る

は

に

を

す
る
こ

と
に
よ
り

で

で
き
ま
す

の

で

す
る

は

を

に

い

を

え
て

す
る

と

が

り
ま
す

い

わ
せ

妊婦、基礎疾患 有 方、幼児（ ～ 歳）

小学生、 歳未満児 保護者、中学生、高校生、高齢者（ 歳以上）

妊婦、基礎疾患 有 方、幼児（ ～ 歳）

小学生、 歳未満児 保護者、中学生、高校生、高齢者（ 歳以上）

妊婦、基礎疾患 有 方、幼児（ 歳～ 歳）

小学生

月 日（火）～

月 日（月）～

月 日（火）～

月 日（月）～

月 日（火）～

月 日（月）～

全額免除

初回分助成

《申請書 設置及 受付窓口》 馬頭健康管理 ー・馬頭庁舎健康福祉課・小川庁舎総合窓口課

を する

の

を する

の

を する

の び センタ

１ ６

１

１ ６

１

１ ６

７

７

７

65

65

11 10

12

11 10

12

11 10

12

０
２
８
７－

－

２
７
１
０

０
２
８
７－

－

１
１
６
６

０
２
８
７－

－
２
５
２
０

０
２
８
７－

－

２
０
３
４

０
２
８
７－

－

２
８
４
１

０
２
８
７－

－

５
１
５
１

０
２
８
７－

－

２
８
１
１

２

３，

６
０
０

２，

５
５
０

３，

６
０
０

０
２
８
７－

－

１
１
８
８

ＱＡＱ

ＡＱＡ

ー

ー

ー

ー

ー

接
種
費
用

費
用

免
除

新
型

Ｑ
＆
Ａ

に
つ
い
て

の

に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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秋

冬

、

暖
房

器
具

火

所

火
気

使

機
会

多

、

空
気

乾
燥

、

火

災

発
生

季
節

。

時
期

迎

、

一
人

火
災
予

防

知
識

、

実
践

火
災

発
生

防
止
、

事
故

財
産

損
失

防

目
的

、

月

日

日

日
間、

全
国
火
災
予
防
運
動

行

。

運
動

火
災

恐

認
識
、

的
確

冷
静

行
動

心

、

防
火
対
策

実
践

。

平
成

年
度
那
珂
川
町
消
防
団

（

大
金
市
美
団
長、

団
員

名）

通
常
点
検

月

日、

馬

頭
運
動
場

行

。

午
前

時、

川
崎
和
郎
町
長

点
検
者
宣
言

行

、

通

常
点
検

開
始

。

人

員
並

服
装
点
検、

機
械
器
具

点
検

日

訓
練

成
果

披
露

。

点
検
後、

馬
頭
中
学
校
吹
奏
楽

部

先
導

役
場
前
通

分
列
行
進、

武
茂
川
河
川
敷

放
水
点
検

実
施

。

、

県
知
事、

県
消
防
協
会

長

同
南
那
須
支
部
長

表
彰

方
々

次

。

（

敬
称
略）

第

分
団
長

関
谷

真
一

第

分
団
長

秋
元

金
一

（
）

本
団

分
団
名

菊
池

浩
一

阿
久
津
俊
一

古
澤

寿
夫

斎
藤

健
一

阿
久
津
俊
一

石
川

幸
男

大
金

勝
則

大
門

正
美

大
森

英
夫

石
川

一
夫

大
金

好
美

塚
原

隆
史

鈴
木

健
一

小
森

圭

星

秀
和

永
井

拓
実

和
泉

賢
一

鈴
木

力
也

薄
井

誠
之

橋
本

穣
治

関

豊
文

齋
藤

久
志

亀
田

昇

星

一
明

佐
藤

章

滝
田

洋
一

山
上

浩
之

末
吉
章
一
郎

岡

哲
也

伊
藤

篤
志

飯
山

誠
一

鈴
木

清
一

深
澤

知
詳

武
石

良
広

佐
藤

俊
一

北
條

弘
明

小
森

賢
寿

磯
野

義
幸

塙

隆
宏

石
田

久

塙

正
章

露
久
保
正
浩

小
林

栄
介

益
子

秀
樹

三
尾
谷
武
人

大
内

透

金
子

創
一

石
田

直
人

渡
邉

功

笠
井

卓
幸

齋
藤

高
洋

矢
島

義
騰

郡
司

守

塩
田

真
弘

森
島

勝
寿

久
保
寺
康
之

舩
山

賢
治

露
久
保

満

深
澤

智
之

大
金

勤

郡
司

秀
和

深
澤

和
也

横
山

正
幸

横
山

純
一

江
面

正
美

野

武
彦

湯
本

光
章

佐
藤

寿
一

郡
司

成
夫

菊
地

政
義

横
山

和
則

宮
原

孝

大
森

一
弘

齊
藤

健
志

磯

健
一

穴
山

収
一

清
水

誠

阿
久
津
剛
彦

佐
々
木
秀
人

東
海
林

修

小
杉

浄
仁

和
地

徳
雄

鈴
木

弘
美

第

分
団

第

分
団

関
谷

真
一

関
谷

和
一

古
橋

和
也

川
勾

四
郎

菊
池

浩
一

阿
久
津
俊
一

石
井

勲

なかがわ

か
ら

に
か
け
て
は

や
た
き

な
ど
い
ろ
い
ろ
な

で

を

う

が

く
な

り

も

す
る
な
ど

が

し
や
す
い

と
な
り

ま
すこ

の
よ
う
な

を

え
る
に

あ
た
り

ひ
と
り
が

の

を
も
ち

そ
れ
を

す
る
こ
と
に
よ
り

の

を

し

や

の

を

ぐ
こ
と
を

と
し
て

か
ら

ま
で
のを

い
ま
す

こ
の

で

の

ろ
し
さ

を

し

い
ざ
と
い
う
と
き
に

で

な

が
と
れ
る
よ

う

が
け

を

し

ま
し
ょ
う

が

で

わ
れ
ま
し
た

に

よ
り

が

わ
れ

が

さ
れ
ま
し
た

び
に

な
ど

ご
ろ
の

の

を

し
ま
し
た

の

に
よ
り

り
を

に
て

が

さ
れ
ま
し
た

な
お

や

な
ど
か
ら

さ
れ
た

は

の
と
お
り

で
す

は

ま
た
は

21 11 10

11

15

21

10

25

10

住宅火災警報器 設置
済 ？

の は
お ですか

平成 年 月 日 、住宅寝室

住宅火災警報器設置 義務化

。

、 済 方 、早急 設置

下 願 。

住宅火災警報器 設置 関 、

不明 点 、 近 消

防署 問 合 下 。

馬頭分署

小川分署

21

0287 92 2800

0287 96 2188

6 1

－ －

－ －

より

への が とな

りました

まだ お でない は に

して さるようお いします

の に して ご

な がありましたら お くの

までお い わせ さい

問 合い わせ

９

７

５
４
７

８

１

４

７

功
績
章

功
績
章

勤
続
章（

年）

勤
続
章（

年）

勤
続
章（

年）

勤
続
章（

年）

優
良
分
団（

竿
頭
綬）

功
績
章

７８

２

８２

５

７２

９８

８

９７

１

２

３

６

１

１

２

２

４

５

７

７１

２

２

２

６

６

７１

１

２

４

６

７

８

９

１

１

２

２

２

３

５

５

５

６

６

６

６

６

７

７

８

８

８

９

９

９

１

３

４

６

７

８

302015

10

本

1111

1110

10

10

10

10

11

11

11

11

11

10

10

10

10

10

11

11

11

11

阿
久
津
兼
太
郎

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

那
珂
川
町
消
防
団
通
常
点
検

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
南
那
須

支
部
長
表
彰



5 広報 平成 年 月 日

宅 消火器 古 ？容
器 ？

最近、老朽化 腐食 進 消火器 扱 容器 破裂
事故 全国 相次 発生 、 小 子供
負傷 ー 出 。

事故 防 次 注意 、消火器
時、確実 使用 。

（一般的 消火器 耐用年数 年程度、家庭用 年程
度 。年数内 腐食 進
廃棄 。）

（消火器 逆 時、 薬剤 音
使用可能 。詰替 住宅用消化器 買 換

。）

（廃棄処分料 消火器 違 。）

小
泉

徹

薄
井

高
洋

阿
部

義
徳

菊
地

智
哉

菊
池

美
広

星

孝
明

小

祐
樹

酒
主

勝
明

小

孝
史

笹
沼

巧

笹
沼

正
嗣

益
子

卓

武
隈

典
之

小
林

孝

薄
井

俊
彦

小
川

卓

岡

美
智
昭

露
久
保

一

井
上

信
洋

鈴
木

正
人

江
口
幸
太
郎

福
島

正
彦

福
嶋

裕
之

立
花

真
一

山

治

平
野

英
明

久
保
田
隆
行

菊
地

宏
明

奈
良

大
輔

佐
藤

康
彦

大
金

裕

第

分
団

第

分
団

古
澤

寿
夫

（
）

勤
続
年
数

小
峰

直
人

磯

忠
夫

大
久
保
勝
夫

益
子

章
一

金
井

栄
治

和
地

誠
治

平
山

昭
一

戸
部

道
安

田

信
一

長
山

幸
雄
様（

小
砂）

手
塚

孝
則
様（

小
砂）

小
峰

智
美（

馬

頭）

齋
藤
奈
美
子（

馬

頭）

大
金

順
子（

和

見）

岡

里
子（

北
向
田）

野

良
子（

富

山）

星

京
美（

盛

泉）

車

惠
美
子（

大
山
田
上
郷）

川
上

容
子（

小

川）
田
代

広
子（

東
戸
田）

石
田

子（

小

川）

青
木

和
代（
高

岡）

なかがわ

みなさんのお にある は くなっていませんか
がさびたりしていませんか

や が んだ を って が す
る が で いで しており なかには さな
が したケ スも ています
こうした を ぐためには のことに し が

いざという に できるようにしておきましょう

な の は で
です であっても が んでしまったものは
してください

を さまにした サラサラと の がすれば
です えができない は い

えてください

は のサイズにより います

は

あ
や

21 11 10

消火器 管理 注意の に !!

○容器 表示 耐用年数 確認 、 年数 超
買 換 。

○ 年 度 消火薬剤 詰替 。

○消火器 、雨風 場所 湿気 多 場所、熱源
近 場所 設置 。

○消火器 定期的 点検 、腐食 進 絶対
使用 。

○不用 消火器 、自分 処分 、必 事
業者 廃棄 。

○ 他不明 点 、消火器 製造 ー ー 問 合
。

問 合 総務課消防交通係

勤
続
章（

年）
功
績
表
彰

優
良
分
団

永
年
勤
続
功
労
表
彰

年
勤
続

永
年
勤
続
退
職
表
彰（

年
以
上）

消
火
協
力
者

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰

に してある を し その を えた
ら い えましょう

に は の えをしましょう

は にさらされる や の い
に い には しないでください

は に し が んでいるものは に
しないでください
になった は で しようとせず ず
に してもらってください

その な は の メ カ にお い わせ
ください

い わせ

８ ５

５

７

5 1

－ －

5

0287 92 1111

30

20

1010

11

11

11

11

11

1121

23

23

21

20

20

21

20

20

１

１

２

２

２

３

３

３

３

３

３

４

４

５

５

６

６

７

７

８

８

８

９

本

町
長
表
彰

団
長
表
彰



6広報 平成 年 月 日

税務署 、青色申告決算書 作成方法 作成 当
注意点 、説明会 開催 。
、使用 資料 、当日、会場 配布 。
、所得税青色申告決算書 、所得税及 消費税 確

定申告書 同封 、 月下旬 発送 。
① 月 日（火） 矢板市文化会館小 ー
午前 時～正午（農業所得関係）
午後 時～ 時（営業・不動産所得関係）

② 月 日（木） 市氏家公民館大 ー
午前 時～正午（農業所得関係）
午後 時～ 時（営業・不動産所得関係）

③ 月 日（金） 小川総合福祉 ー ー
午前 時～正午（農業所得関係）
午後 時～ 時（営業・不動産所得関係）

氏家税務署個人課税第一部門

任期満了 伴 那珂川町長選挙 月 日

告示 、 月 日投票、即日開票 結果、

大金伊一氏 当選 。各候補者 得票

数 次 。（得票順）

当日有権者数 、 人（男 人、

女 人）。

投票者数 、 人（男 人 女

人） 、投票率 ％ 。

那珂川町選挙管理委員会

十
万
円

飯
田
信
雄
様（

小
川）

図
書「

風

」

磯
野
万
里
子
様（

北
向
田）

図
書「

市
民
団
体

自
治
体」

岡
部
一
明
様（

名
古
屋
市）

図
書「

生

方」

他

冊

野
成
人
様（

馬
頭）

八
千
円

匿
名（

回）

二
万
円

益
子
和
弘
様（

健
武）

四
万
五
千
四
百
八
十
一
円

・

演
奏
会（

募
金）

十
万
円

仲
野
谷
昭
寿
様（

久
那
瀬）

他

木
村
紀
枝
様（

馬
頭）

三
十
万
円

匿
名

平
成

年

旧
馬
頭
町
長

就

任
以
来、「

町
民
参
加

」

基
本

町
政

進

。

平
成

年
合
併

「

那
珂
川
町」

誕
生
、

初
代

町
長

、

月

日

、

任
期

満
了

町
長

職

退
任

。

顧

、

合
併
後

旧
馬

頭
町

旧
小
川
町

一
体
化

常

念
頭

新
町

行
政
運
営

努

。

町

将
来
像

実
現

、

総
合
振
興
計
画

策
定

行

「

地
域
高
度
情
報
化

推
進」

「

自
然
・
環
境

共
生

推
進」

「

行
財
政
改
革

推
進」

大

設
定
、

高

度
化
事
業、

環
境
基
本
計
画

策

定、

行
財
政
改
革
推
進
計
画

策

定

長
期
的

視
野

町

政
発
展

尽
力

自
負

。

今
後
、

一
町
民

那
珂

川
町

発
展

尽
力

存

。
最
後

、

那
珂
川

町

発
展

町
民

皆

様

健
勝

心

祈

申

上
、

退
任

。

本
当。

なかがわ

では の や に たっ
ての などについて を します
なお する は で します
また は び の

に し ごろ します
ホ ル

さくら ホ ル

センタ あじさいホ ル

に う は

され の

が しました の

は のとおりです

は

は ､

で は でした

の
さ
さ
や
き

と
し
て
の

ス
イ
ッ
チ
オ
ン
の

き

マ
ウ
ン
テ
ン
エ
コ

ズ

ジ
ャ
ズ
オ

ケ
ス
ト
ラ

タ
オ
ル

に

に

の
ま
ち
づ

く
り

を

に

を

め
て

ま
い
り
ま
し
た

に
よ
り

が

し

の

と
な
り
ま
し
た
が

を
も
ち
ま
し
て

に
よ
り

の

を

い

た
し
ま
し
た

み
ま
す
と

の

と

の

を

に

に

の

に

め
て
ま
い
り
ま
し
た

の

の

の
た
め

の

を

い

の

と
の

の

の

を
ま
ち

づ
く
り
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し

ケ

ブ
ル
テ
レ
ビ
ののの

な
ど

な

に
た
ち

に

で
き
た
と

し

て
お
り
ま
す

は

と
し
て

の

に

し
た
い
と

じ
ま
す

に
な
り
ま
す
が

の
さ
ら
な
る

と

の

の
ご

を

か
ら
お

り

し

げ

の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

21 11 10

12
10

12
10

12
10

028 682 3313

10 27

11

16,229 8,049

8,180

10,648 5,197 5,451

65.61

0287 92 1111

14

17

11

平成 年分 青色申告決算等説明会 那珂川町長選挙結果21

１
１

２ ４
３

２ ４
４

２ ４

－ －

１

－ －

１

４
２
１

５

３

問 合
問 合

○
福
祉
基
金

○
図
書
館

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
金
庫

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金

○
社
会
福
祉
協
議
会

○
地
籍
調
査
事
業

い わせ
い わせ

へ
へ

へへ

へ

へ

へ
へ

大金 伊一 氏 票

小川 洋一 氏 票

5,795

4,571

ー

ー

ー



7 広報 平成 年 月 日

月

日、

小
川
総
合
福
祉町

自
治
・
教
育
・
文
化
・
産
業

発

展

貢
献

方

表
彰

自
治
功
労
者
表
彰
式

開
催

、

約

人

出
席

。

表
彰

方
々

次

。

（

芳
井）

多
年

小
川
町
農
業
委

員
会
委
員
及

那
珂
川
町
農
業
委

員
会
委
員

、

農
地
行
政

適
正
運
営

農
業
振
興
及

本
町

自
治
振
興

貢
献

。

（

小
口）

多
年

馬
頭
町
農
業
委

員
会
委
員
及

那
珂
川
町
農
業
委

員
会
委
員

、

農
地
行
政

適
正
運
営

農
業
振
興
及

本
町

自
治
振
興

貢
献

。

（
北
向
田）

多
年

大
字
北
向
田
自

治
会
長
及

北
向
田
行
政
区
長

、

地
域
自
治

円
滑

推
進

本
町
自
治
振
興

貢
献

。

「

創

優

～

出
会輪～

」

第

回
那
珂
川
町
福
祉

月

日、

小
川
総
合
福
祉

共
生
館
前

開
催

。

開
会
式

引

続
、

絵
画
展

表
彰
式

行

、

応
募
総
数

点

中

薄
井
聡

（

小
川

小

年）

大
賞

受
賞、

名

小
学
生

入
賞
、

賞
状

記
念
品

贈

。

、

国
際
医
療
福
祉
大
学

大
石
剛
史

先
生

福
祉
講
演
会

実
施、

「

暮

町

」

題

少
子
高
齢
化

対
応

住

慣

地
域

安
心

生
活

、

何

必

要

講
演

。

、

県
警
機
動
隊

展
示、

模
擬
店

協
賛

団
体

出
店
、

人
出

。

なかがわ

セ

ン
タ

あ
じ
さ
い
ホ

ル
で

の
の

に

さ
れ
た

を

す
る

が

さ
れ

が

し
ま
し
た

さ
れ
た

は

の
と
お

り
で
す

に
わ
た
り

び
と
し
て

の

と

び

に

さ
れ
ま
し
た

に
わ
た
り

び
と
し
て

の

と

び

に

さ
れ
ま
し
た

に
わ
た
り

び

と

し
て

の

な

と

に

さ
れ
ま

し
た

み
ん
な
で

る

し
い
ま

ち

い

つ
な
が
る

ふ

く
し
の

を
テ

マ
に

ま
つ
り
がセ

ン
タ

す
こ
や
か

で

さ
れ
ま
し
た

に

き

き

ふ
く

し
の
ま
ち

の

が

わ
れ

の

か
ら

く
ん

が

を

ほ

か

の

が

し

と

が

ら
れ
ま
し

た
ま
た

あ
じ
さ
い
ホ

ル
で
は

の

に
よ
る

を

し
あ
わ
せ
に

ら
せ
る

づ
く

り

と

し

に

し

み

れ
た

で

し
て

し
て
い
く
た
め
に

が

か
に
つ
い
て

し
ま
し
た

こ
の
ほ
か

の
パ

ト
カ

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
や

な
ど

が

し

た
く
さ
ん
の

で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た

21 11 10

10

17

10

17
11

30

特産品展示販売施設（扇 館）
利用 方 募集

の を
したい を します

那珂川町特産品展示販売施設（扇 館） 貸 。

特産品 販売 目的 利用 方 募集 。

那珂川町特産品展示販売施設（扇 館）

（那珂川町三輪 番地 ）

木造平屋建（ ㎡、平成 年建築）、

冷暖房 電気 上水道完備、座敷

物販及 飲食店

施設 有効 活用 、地産地消 推進

地域貢献 積極的 取 組 那珂

川町内 方及 団体 、町税等 滞納

方

書類選考及 面接

月末日

月額 円（光熱水費等 実費負担）

平成 年 月 日

申込方法 詳細 下記 問 合

商工観光課

の を します

などの を に される を します

の

･ ･ あり

び

を に でき を し

に な り みをされる

の び で の がな

い

び

は

などの は へお い

わせください

対 象 施 設

設備・面積

募 集 業 種

応 募 資 格

選 考 方 法

募 集 期 限

使 用 料

利用開始予定日

他

問 合

11

152.3

11

21,000

22

0287 92 1116

９

２

４ １

－ －

そ の

い わせ

「
」

第

回
那
珂
川
町
福
祉

大
賑

４

ま
つ
り

で

わ
い

ー

ー

ー

ー

ー

ー

１
０
０

４

１
２
０

５

福
島

満

古
内
廣
吉

高
野
孝
一

さ
ん

さ
ん

さ
ん

那
珂
川
町
自
治
功
労
表
彰
者



8広報 平成 年 月 日

①国民健康保険事業 億 万円 億 万円 億 万円
②老 人 保 健 事 業 万円 万円 万円
③ 億 万円 万円 万円
④介 護 保 険 事 業 億 万円 億 万円 億 万円
⑤下 水 道 事 業 億 万円 億 万円 億 万円
⑥農業集落排水事業 万円 万円 万円
⑦簡 易 水 道 事 業 億 万円 億 万円 万円
⑧ 億 万円 億 万円 万円

億 万円 億 万円 億 万円

なかがわ 21 11 10

20 4,200 7 4,056 36.3 8 4,892 41.6
860 703 81.7 71 8.2

1 7,250 4,709 27.3 4,286 24.8
11 6,000 5 9,776 51.5 4 9,991 43.1
3 2,900 1 7,029 51.8 1 2,550 38.1
4,600 2,709 58.9 1,885 41.0

2 4,165 1 191 42.2 6,515 27.0
3 5,000 1 3,446 38.4 8,546 24.4
43 4,975 18 2,619 42.0 16 8,736 38.8

特 別 会 計
会 計 名 予 算 額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 執 行 率

平
成

年
度
上
半
期
予
算（

平

成

年

月

日
現
在）

執
行

状
況

知

。

公
表

町
民

皆

町

財
政

理
解

、

町

協
力

、

皆

納

税

金

国
・
県

交
付

補
助
金、

地
方
交
付
税

収
入、

支
出

状
況

知

。

% %
% %
% %
% %
% %
% %
% %
% %
% %

後期高齢者医療事業

ケ ブルテレビー 事業
合 計

特別会計 事業内容の
①病院 診療 受 、医療費 一部 国民健康保険特別会計 負担 。
②③老人保健制度 後期高齢者医療制度 制度改正 、 歳以上 対象 健康 保持 適切 医療 確保 、
医療費 割（一部 割） 負担 。

④高齢化 進展 伴 、寝 痴呆等 増加 対 、国民全体 公平 支 制度 。 ー ー
ー 在宅 受 施設 受 ー 行 。

⑤生活環境 改善 、市街地 住宅密集地 河川 水質保全 、下水 集合処理 行 。
⑥農業用用排水 水質保全 生活環境 改善 目的 特定地域 下水 集合処理 行 。
⑦水道水 安定的 供給 行 。
⑧ ー 管理運営、番組制作及 ー 接続 ー 等 事業 行 。

で を けたとき の を で しています
から への により を に の と な の のため

の を しています
の に い たきりや の に して で に えあう です デイサ ビスやホ ム

ヘルプサ ビスなどの で けるものや で けるサ ビスを います
を するため や の の など の を います

の と の を に の の を います
の な を います

ケ ブルテレビの びインタ ネット サ ビス の を います

75
９ ７

21

21

30

9

の

を
お

ら
せ
し
ま
す

こ
の

は

の

さ
ま
に

の

に
つ
い
て
ご

い
た

だ
き

づ
く
り
に
ご

い
た

だ
く
た
め

さ
ま
が

め
た

や

な
ど
か
ら

さ
れ

た

な
ど
の

あ
る
い
は

の

を

お

ら
せ
す
る
も
の
で
す



9 広報 平成 年 月 日

納税 公平 税収 確保 図 、 ～ 月 「市町村税徴収強化月間」 、栃木県 協働 、全

県下一斉 徴収 強化 取 組 。

平成 年度 三位一体 改革 国 補助 負担金 削減 、 分 住民税（地方税） 移 替

。 、財源 税源 移譲 、住民税 収入率 低 、那珂川町 歳入 少

。（※住民税 増 分、所得税 減 。）

、那珂川町 予算 占 市町村税 割合 、大 意味 。

税収 確保 場合、予定 事業 行 、必要 住民 ー 提供 支障

。

、那珂川町民 皆 一人 、 以上 重要 役割 担 。国 、

納税者 皆 自分 那珂川町 支 。

那珂川町 、自主的 納税 期待 。期限 過 納付

場合 財産 滞納処分（差押・公売 ） 。

差押財産 調査 、滞納者 住居 事務所 捜索、自動車差押

（写真） 。

滞納処分 、皆 自主的 納税 願

。

町税 納期限内 納 困難 方 相談 受 付 。

納期限 過 納付 方 対 、督促状・催告書等 送付、電話催告、自宅訪問、勤務先訪

問 行 。

滞納者 財産 、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等 対 調査 行 。

滞納者 給与 差押 、勤務先 対 給与 調査 行 。

不動産・預貯金 生命保険、給与 、自動車 差押 行 。差押後 納付 場

合、差押財産 公売・取立 行 。

給与所得者 個人町県民税 、地方税法 規定 、給与支払者（事業者） 、給与 支払

際 、毎月徴収 、市町村 納入 。→【特別徴収制度】

所得税 給与 源泉徴収 、個人町県民税 徴収

？ 場合 、県税事務所 協力 得 、個人町県民税 特別徴収 行 、給与支

払者（事業者） 指導 。

なかがわ

の と の を るため を として との により

に の に り みます

から の により からの や が され その が に し え

られました しかし ではなく の なので の が いと の は なくなって

しまいます が えた は っています

このことは の に める の が きくなったことを しています

が できない していた が えなくなったり な サ ビスの に をきたすこ

とになります

これからは の さん ひとりが これまで に な を うことになります ではなく

である さんが たちの を えていくことになるのです

は な を しています を ぎても が

ない は の など をしなければなりません

の のため の や の のた

めのタイヤロック をすることもあります

をしなくてもよいように さんの な をお いし

ます

を に めることが な の を け けています

を ぎても がない に し の

を います

の について に し を います

の を するため に し の を います

や のほか などの を います も されない

の を います

の については の により が の をする

に して に しなければなりません

は から されているけれども は されていないということはありません

か このような には の を て の を っていただくよう

に をさせていただくことがあります

21 11 10

11 12

19

◆全県下一斉 取組

◆三位一体改革 税源移譲

◆一人 那珂川町 支

◆自主的 納付

の

と

ひとりが を える

な

那珂川町 税収確保 向 、次 取組 行

給与所得者 個人町県民税 、給与支払者 徴収

では に け のような みを っています

の は が することになっています

納税相談

納税催告

財産調査

給与調査

差押処分

問 合 先 税務課 管理収税係

問 合 先 税務課 課税係

い わせ

い わせ

0287 92 1120

0287 92 1120

－ －

－ －



10広報 平成 年 月 日なかがわ 21 11 10

加入者間無料電話 ？

使 方 簡単

電話機 接続方法 、 通

とは

い は

の は り

◎ （役場 学校等 、 ）

◎ （ ー 利用料 利用 ）

◎ （ ー 加入 、誰 利用 ）

◎ 電話 。

◇電話機 押 、

◇ 相手 電話番号（今 ） 。

で する や にも つながります

で ケ ブルテレビの だけで できます

な ケ ブルテレビに すれば でも できます

です

のダイヤルボタン を し

かけたい の までの をダイヤルするだけ

加入者間 通話

料金無料

申込 不要

町内専用

固定電話番号

薦 接続 …… 使 電話機 ＮＴＴ回線 両方 接続 。（図 ）

簡 単 接 続 ……別 電話機 接続 。（図 ）

み

お め お いの と の を する

な を する

・電話機 使用 。

・ 使用 。（一部 機種 除 。別 電話機 接続可能）

・ 。

注 次 場合 。⇒ＮＴＴ等 一般電話 直 。

・相手 ー 加入 場合

『 電話番号 、現在使 』 ー 流 。

・相手 電話機 接続 場合

呼出音 、相手 出 。

注 停電時 使用 。⇒ＮＴＴ等 一般電話 直 。

○加入者間無料電話 ＮＴＴ等 一般電話 両方 、 台 電話機 使 。

⇒停電時 ＮＴＴ等 一般電話 使 時 、電話機 利用 。

◆ＮＴＴ回線 接続場所 離 場合 、配線工事 必要 。（別途有料）

※ＮＴＴ等 一般電話 使 時 、今 通話料 掛 。

○ 、 。

◆

※一部 機種 、接続 場合 設定変更 必要 場合 。

を します

が できます の を く な も

でつながります

の にはつながりません の でかけ してください

がケ ブルテレビに していない

おかけになった は われておりません のメッセ ジが れます

が を していない

はしますが が ません

には できません の でかけ してください

と の の が の で えます

や の として う でも をそのまま できます

の が れている には が になります

の として う には までどおりの が かります

するだけで

の については できない や が な があります

音声告知機

今 使 押 式電話機

今 固定電話番号

新 電話機 接続 使

につないで

お いの ボタン

までの

たな を すぐに えます

! !
3

9 2 9 3 9 6－ － －●●●● ▲▲▲▲ ■■■■

1

2

1

2

1 1

2 2

停電時 ＮＴＴ等 一般電話 使 場合 、今 電話機 使 。⇒ 台 電話機 使 分 。や の を う は までの を います の を い けます2



11 広報 平成 年 月 日

・安否 火災時 自動通報
・生活 情報 収集
・本体
緊急通報

・電話相談 行 。

加入者間無料電話 ＮＴＴ

なかがわ

や の
リズム の
やペンダントからの

などが えます

21 11 10

3-92-1119 92-1119

ケ ブルテレビを した
ひとり らしの りシステム

から を しました

ー 利用
暮 見守

月 利用 開始 。11

※詳 、役場健康福祉課しくは まで



12広報 平成 年 月 日

久
那
瀬

松
野

境

小

沢

。

沢

上
流

、

石
、

数
多

散
在

。

、

地

集
落

悪

疫

、

病

罹

体

吹

出

出
来、

感
染

力

強

子

、

次
々

死

。

集
落

人

、

感
染

恐
、
病

罹

子
、

沢

奥

捨

。

沢

渡
、

可
愛

子

捨

行

母
親

姿

日
増

多
、

母

慕

泣

叫

声

背

逃

帰

、

場

泣

伏

。

捨

子

、

母

追

気
力

沢

倒

伏
、

石

化

。

石

、出
来

、

沢

「

石
沢」

呼

。

悪
疫

治

、

明

年

、

凶
作

続

。

村

衆
、

何

祟

、

祈

祷
師

頼

祈
願

。

告

、「

石
沢

捨

子

怨
念
、

龍

作
物

荒

。

鎮

、

美

娘

人
身
御
供

。」

告

、
誰

娘

選

、

大
騒

、

庄
屋

娘

白
羽

矢

立

、

娘

渕

向

。

通

若

武
士
、「

人
身
御

供

外」

、

龍
退

治

渕

飛

込

。

村
人

、

固
唾

呑

神

祈

。

渕

血

渦

、

武
士

姿

二
度

見

出
来

。

身

呈

武
士

温
情
、

再

村

平
穏

。

助

娘
、

武
士

慕

追

様
、

身

渕

投

言
。

文
化
財
愛
護
会
会
員

堀
江
孝
四
郎

十
一
月
、

児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間

。

状
況

子

、

愛

大
切。

虐
待
、

親

問
題

捉

、

地

域
全
体

子
育

家
庭

支
援

大
切

。

乳
児
期

脳

神
経
回
路

、

強

刺
激

軽

繰

返

刺
激

対
、

神
経
回
路

残

。

不
安、

、

不
信
感、

怒
、

恐
怖

心

回
路

残

、

、

嬉

、

穏

、

温

安
心

心

回
路

残

子
育

必
要

。

特

心

傷（
）

、

注
意

必
要

。

子

年
齢

低

重

精
神
的

後
遺
症

残

言

。

、
虐
待

繰

返

、

家
族
内
連
鎖

起

大

問

題

引

起

兼

。

一
人

個
性

子

戸
惑

、悩

。

自
分

責
、

頑
張

行

詰

、時

誰

話

。

身
近

子

連

人

、

話

聞

気
持

楽

。

気
軽

声

、

見
守

。

・
泣

声

異
常

高

・
衣
類

身
体

非
常

汚

・

空

・
不
自
然

傷

多

・
地
域

中

孤
立

・
子

病
気

病
院

連

・
子

置

外

出
・
虐
待
行
為（

身
体
的
・
心
理
的

・
性
的
・

）

目
撃

・

音

叫

声

「
」「

子

」

言

訳

聞

、

虐

待

子

側

判
断

。

・
県
北
児
童
相
談
所
・
各
保
育

園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
町

教
育
委
員
会
・
県
北
健
康
福
祉

・
烏
山
健
康
福
祉

・
馬
頭
健
康
管
理

・
那
珂
川
警
察
署
・
町
医

師
団
・
町
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
委
員
児
童
委
員
・
母
子
保

健
推
進
員
・
人
権
擁
護
委
員
・・

空
・
袋
田

病
院
・

療
育
園
・

発
達
支
援

・

他

相
談
、

告
発

、

援
助

。

なかがわ

と

の

に

さ
な

が
あ
る

こ
の

の

に
は

イ
ボ
イ
ボ
の
つ
い
た

が

く

し
て
い
る

む
か
し

こ
の

の

に

が
は
や
り

こ
の

に

る
と

に

き

も
の
が

が

く

ど
も
た
ち
は

と

ん
だ

の

た
ち
は

を

れ

に

っ
た

を

の

に

て
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た

を

り

い

を

て
に

く

の

が

し
に

く

を

っ
て

き

ぶ

を

に

げ

っ
て
は

そ
の

に

き

し
た

て
ら
れ
た

は

を

ふ

も
な
く

に

れ

し

そ
の
ま
ま

と

し

た

そ
の

に
は

ア
バ
タ
の
よ

う
な
イ
ボ
イ
ボ
が

て
い
た
こ

と
か
ら

こ
の

を

い
ぼ

と

ぶ
よ
う
に
な
っ
た

は

ま
っ
た
が

く
る

か
ら

が

い
た

の

は

か
の

り
で
は
と

を

み

し
た

そ
の
お

げ
に
よ
る
と

い
ぼ

に

て
た

ど
も
の

が

と

な
っ
て

を

ら
し
て
い
る

こ
れ
を

め
る
に
は

し
い

を

に
す
る
こ
と
だ

と

げ
ら
れ

の

を

ぶ
か

ぎ
と
な
っ
た
が

の

に

の

が

て
ら
れ

は

に

っ
た

た
ま
た
ま

り
が

か
っ
た

い

が

な
ど
も
っ
て
の

と

に

に

び

ん
だ

た

ち
は

を

み
な
が
ら

に

っ
た

や
が
て

は

の

と

な
り

の

は

と

る

こ
と
は

な
か
っ
た

を

し
て
の

の

で

び

に

が
も
た
ら
さ
れ
た

け

ら
れ
た

は

を

い

う

に

を

に

じ
ら
れ
た
と

う

は
で
す

ど
の
よ
う
な

に
あ
っ
て
も
す
べ
て
の

ど
も
は

さ
れ

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

は

だ
け
の

と

え
る
の
で
は
な
く

で

て

を

し

て
い
く
こ
と
が

で
す

か
ら
た
く
さ
ん
の

の

が
で
き

い

や

く
て
も

り

さ
れ
る

に

し

そ
の

が

っ
て

い
き
ま
す

さ
み
し
さ

り

な
ど
の

の

が

ら
な
い
よ
う

や
さ

し
さ

し
さ

や
か
さ
な
ど

か
く

し
た

の

が

る

よ
う
な

て
が

で
す

に

の

ト
ラ
ウ
マ

に

は

が

で
す

ど
も

の

が

い
ほ
ど

い

を

す
と

わ
れ
て
い
ま

す

ま
た

は

り

さ
れ

が

こ
り

き
な

を

き

こ
す
こ
と
に
な
り

ね
ま
せ
ん

ひ
と
り
ち
が
う

を
も
っ

た

ど
も
た
ち
に

っ
た
り

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず

ん

だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か

を

め

ひ
と
り
で

ろ
う
と
す

る
と

き

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら

そ
ん

な

は

か

に

し
て
み

て
く
だ
さ
いに

ど
も

れ
の

が
い

た
ら

を

い
て
あ
げ
る
だ
け

で
も

ち
は

に
な
る
も
の
で

す

に

を
か
け

や
さ
し

く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

き

が

に

い

や

が

に

れ
て

い
る

い
つ
も
お
な
か
を

か
せ
て
い

る

な

が

い

な
ど

の

で

し
て
い
る

ど
も
が

や
け
が
を
し
て

も

に

れ
て
い
か
な
い

ど
も
を

い
て
た
び
た
び

す
る

ネ
グ
レ
ク
ト

そ
の

も
の
の

た
た
く

や

び

な
ど

し
つ
け
だ
か
ら

こ
の

の

た
め
に
し
て
い
る

な
ど

い

を

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

か
ど
う
か
は

ど
も
の

か
ら

さ
れ
ま
す

セ
ン
タ

セ

ン
タ

セ
ン

タウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

サ
ポ

ト
セ
ン
タ

な
す

こ
ど
も

セ
ン
タ

そ
の

は

す
る
こ
と
で
は
な

く

の
は
じ
ま
り
で
す

21 11 10

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ のののののののののののののののののののののののののの

て

の

の

み
な
さ
ん
へ

の
み
な
さ
ん
へ

ど
も
のの

ど
も
を

る

ネ
ッ
ト
ワ

ク

に

し
て
く
だ
さ
い

沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢 奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇奇岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩

○
子
育

中

保
護
者
・
家
族

○
地
域

子

様
子

保
護
者

様
子

子

守

地
域

（

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会）

相
談

。

関
係
機
関

事
務
局

健
康
福
祉
課

ー

ー
ー

ー
ー

ーー

０
２
８
７－

９
２－

１
１
１
９

児
童
虐
待
、

子

人
権

侵
害

。

虐
待

未
然

防

は

ど
も
へ
の

で
す

を

に

ぐ
た
め
に
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空
気
圧

適
正
値

・

㎏

㎝
不
足

場
合、

市
街
地

％
程
度、

郊
外

％
程
度、

燃
費

悪
化

。、

安
全
運
転

定
期
的

点
検

必
要

。

㎏

不
要

荷
物

載

走

％
程
度
燃
費

悪

化

。

車

燃
費

荷
物

重

敏
感

。

運

必
要

荷
物
、

車

下

。

交
通

妨

場
所

駐
車

交
通
渋
滞

、

余
分

排
出

出

原

因

。

平
均
車
速

時

速

㎞

時
速

㎞

落

、

％
程
度

燃
費
悪
化

相

当

言

。

小
学
校

平
均
正
答
率
、

国

語
Ｂ、

算
数
Ａ
・
Ｂ

全

国
平
均

比
、

以
内

全
国

同
程
度

判
断

。

国
語
Ａ

、

超

下
回

。

中
学
校

平
均
正
答
率
、

国

語
Ｂ

全
国
平
均

上
回
、

国
語
Ａ、

数
学
Ａ

以
内

全
国

同
程

度

判
断

。

数
学
Ｂ

、

超

下
回

。

○「

国
語

算
数

数
学

勉
強

好

大
切

」

回
答

児
童
生
徒

多

。

小
学
校

、

全
国
平
均

以
上
上
回

。

中
学
校

、

全
国
平
均

同
程
度

。
。

○「

家

手
伝

・

近
所

人

会
・
地
域

行
事

参
加

」

回
答

児
童
生
徒

全
国
平
均

比

多

。

。

○
今
住

地
域

歴
史

自
然

関
心

」

回
答

児
童
生
徒
、

全
国
平

均

以
上
上
回

。

地
域

対

誇

児
童
生
徒

多。

○「

学
校

持

前
日
、

日

朝

確

」

回
答

小
学

生、

中
学
生

全
国
平
均

比

約

、

約

少

。
残

。

○
家
庭
学
習

時
間

、

平
日

時
間
以
上
勉
強

小
学
生、

中
学
生

全
国
平
均

程
度
下
回

。

一
方
、

平
日

日
当

時
間
以
上

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

視
聴

小
学

生、

中
学
生

全
国
平
均

比

約

多

。

。

教
科

関

調
査

生
活
環

境

学
習
環
境

関

調
査

成
果

課
題

分
析
、

基

、
。

取

組

対

、

地

域

保
護
者

皆

、

今

以
上

理
解

協
力

願

。

なかがわ

タ
イ
ヤ
の

が

よ

り

し
た

で

で

そ
れ
ぞ
れ

が

し
ま
す

ま
た

の
た
め
に
も

な

は

で
す

の

な

を

せ
て

る
と

が

し
ま
す

の

は

の

さ
に

で
す

ぶ

の

な
い

は

か
ら

ろ
し
ま

し
ょ
う

の

げ
に
な
る

で
の

は

を
も
た
ら
し

な

ガ
ス
を

さ
せ
る

と
な
り
ま
す

が

か
ら

に

ち
る

と

の

に

す
る
と

わ
れ
て
い
ま
す

の

は

に
つ
い
て

と

べ

マ
イ
ナ
ス

ポ

イ
ン
ト

で

と

と

で
き
ま
す

に
つ
い

て
は

ポ
イ
ン
ト
を
や
や

え

て

っ
て
い
ま
す

の

は

で

を
や
や

り

と
も
マ
イ
ナ
ス

ポ
イ
ン
ト

で

と

と

で
き
ま
す

に

つ
い
て
は

ポ
イ
ン
ト
を
や
や

え
て

っ
て
い
ま
す

や

･

の

が

き･

で
あ
る

と

し
て
い
る

が

く
い
ま

す

で
は

を

ポ
イ
ン
ト

っ
て
い
ま

す

で
は

と

と
な
っ
て
い
ま
す

の

い
を
し
て
い
る

の

に

っ
た
と
き
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
る

の

に

し
て
い
る

と

し
て
い

る

が

と

べ

る
と

く
な
っ
て
い
ま
す

ん
で
い
る

の

や

に
つ
い
て

が
あ
る

と

し
た

が

を

ポ
イ
ン
ト

っ
て

い
ま
す

に

す
る

り
を

も
っ
て
い
る

が

く
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す

に

っ
て
い
く
も
の
を

か

そ
の

の

に

か
め

て
い
る

と

し
て
い
る

は

と

べ

る
と
そ
れ
ぞ
れ

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

な
く
な
っ
て
い

ま
す

が

り
ま
す

の

に
つ
い
て
は

し
て
い
る

と
も

を

ポ
イ
ン
ト

っ
て
い

ま
す

で

た

り

テ
レ
ビ･

ビ
デ
オ

を

し
て
い
る

と
も

と

べ
る
と

ポ
イ
ン
ト

く
な
っ

て
い
ま
す

と
な
り
ま
す

に

す
る

と

や

に

す
る

の

と

を

し

そ
れ
に

づ
き

こ
の

り

み
に

し
て

や

の

さ
ま
に

ま

で

の
ご

と
ご

を
お

い
し
ま
す

21 11 10

40

20

31

不法投棄現場周辺 水質分析結果の
（平成 年度第 回年間変動調査分）

調査項目
採 水 日
採水場所

調査結果
問 合

21 2

小口字北沢地区不法投棄現場周辺 水質分析結果 知 。
健康項目、生活環境項目、 他
平成 年 月 日（月）

周辺環境水 ①投棄地直下河川 ②小口川上流
投棄現場浸出水 ①投棄地下流側観測井 ②投棄地内観測井

周辺 汚染拡大 兆候 認 。
県馬頭処分場整備室那珂川分室
町環境総合推進室

の をお らせします
その

への の は められない

21 8 17

0287 92 1411
0287 92 1110

1．
2．

－ －
－ －

い わせ

タ
イ
ヤ
の

を

に

つ

な
ど

な

を

し
ま
し
ょ
う

な

を

ま
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

な
ど
を
ま
ね
く
こ
と
か
ら

は
や
め
ま
し
ょ
う

の

の

に

す
る

の

さ
が
う
か
が
え
ま
す

や

の

と
し
て

を
も

ち

し
て
い
る

が
う
か
が

え
ま
す

の

で
の

へ
の

に
つ
い
て
は

で
の

の

に
つ
い
て
は

の

き
な

へ
の

や

の

に

と

を

り
な
が
ら

り

ん
で

り

ま
す

･

が

と

を

に

に

さ
れ
ま
し
た

の

は

に

す
る

と

･

と

や

に

す
る

が
あ
り

に

す
る

は

と
し
て

に

す
る

と

と

と
し
て

に

す
る

と

の

か
ら

さ
れ
て
い
ま
す

空
気
圧

適
正

保

、

確
実

点
検、

整
備

実

施

。

不
要

荷
物

積

。

渋
滞

、

違
法
駐
車

。

本
町

児
童
生
徒

学
習

対

意

欲

高

家
族

地
域

一
員

自
覚

生
活

様
子

登
校
前

学
校

学
習

等

準
備

課
題

家
庭

学
習
時
間

（

習
慣）

確
保

、

今
後

大

課
題

児
童
生
徒

指
導

学
習
状
況

改
善

学
校

連
携

図

取

組

参

平
成

年
度
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
、

小
学

年
生

中
学

年
生

対
象
、

月

日

実
施

。

調
査

内
容
、

教
科

関

調
査（

国
語

算
数

数
学）

生

活
環
境

学
習
環
境
等

関

質
問
紙
調
査

、

教
科

関

調
査
、

主

「

知
識」

関

問
題（

以
後
Ａ

記
述）

、

主

「

活
用」

関

問
題（

以
後
Ｂ

記
述）

種
類

構
成

。

０

５

／
２

４

１
０
０

３

５

５

５

５

５

５

８

５
１

５

１

３

５

■

空
気
圧

■
不
要

荷
物

積

走
行

■
駐
車
場
所

注
意

教
科

関

調
査

生
活
環
境

学
習
環
境
等

関

調
査

生
活
環
境

学
習
環
境
等
調
査

見

課
題

今
後

向

タ
イ
ヤ
の

を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
クな

は

ま
ず
に

に

に

す
る

や

に

す
る

や

か
ら

え
て
き
た

に

け
て

21

21

6

3

4

2
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農
作
業

日
常
生
活

、

町
民

外
国

人

国
際
交
流

深

「

那
珂
川」

月

日

泊

日

開
催

。月

日

、

福
島
泰
夫

（

芳
井）

水
田

県
内
在
住

外
国
語
指
導
助
手（

Ａ
Ｌ
Ｔ）

留
学
生

人、

町
内

児

童

方
々

総
勢

人

参
加

春

植

稲

収
穫

行

。
稲
刈

後

、「
芳
井
夢

会」「

舟
戸
元
気

」

地
元

皆

手
作

料
理
、

力

合

作

長

ｍ

超

長
海
苔
巻
、

餅

舌
鼓

打

。

昼

食
後
、

地
元

大
森
照
代

（

芳
井）

安
来
節

踊

披

露
、

外
国
人

、

二
胡

琵
琶

演
奏

披
露

、

会

場

大

盛

上

。

参
加
者

代
表

傅
停
停

（

中
国）

「

那
珂
川
町

、

春

田
植

初

。

秋

稲
刈

、

鎌

扱

苦
労

楽

。

参
加

。」

笑
顔

。

最
後

今

年
取

米

手
作

、

細
工

、

風
呂
敷

土
産

配

、

外
国
人

参
加
者

大
喜

。

なかがわ

や

を
と
も
に

す
る
こ
と
に
よ
り

と

と
の

を

め
て
も
ら

お
う
と

ホ

ム
ス
テ
イ
ウ
ィ

ク
エ
ン
ド

が

か
ら

で

さ
れ
ま

し
た

に
は

さ

ん

の

で

のや

な
ど

の

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

の

な
ど

が

し
て

に

え
た

の

が

わ
れ

ま
し
た

り

に
は

の

か
い

な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

さ
ん
の

り
の

や

み
ん
な
で

を

わ
せ
て

っ
た

さ

を

え
る

き

つ
き
た
て

の

に

を

ち
ま
し
た

は

の

さ
ん

が

の

り
を

し

か
ら
は

や

の

の

が
あ
り

は

い
に

り

が
り
ま
し
た

を

し
て

さ

ん

が

に
は

の

え
に

め
て
き
ま
し
た

の

り
に
も
こ
ら
れ
て

な

れ
な
い

の

い
に

し
た
が

し
か
っ
た

ま
た

し
た
い

と

で
あ
い
さ
つ

に

れ
た

と

り
の
ア
ク
リ

ル
た
わ
し

ま
ゆ

の
キ

ホ

ル
ダ

な
ど
が
お

に

ら
れ

の

た

ち
は

び
で
し
た

21 11 10

10

10

10

22

10

10

10

月

日

幼
稚
園
、

日

小
川
幼
稚
園

運
動
会

開
催

、
園
児

皆

雄
姿

大

声
援

送

。

3

に
ひ
ば
り

で

に

で

が

さ
れ

の

さ
ん
の

に

き
な

が

ら
れ
ま
し
た

ー

ー

ー

ー

ー

i n

９

２

３
１
２
０



15 広報 平成 年 月 日

鳥
威
間
口
十
間
筒
抜

松

野

大
高

松
竹

落
鮎

頬
張

眼
下
川
光

小

砂

藤
田

騎
馬
戦

波
打

背
中
汗
走

馬

頭

川
上

幸
男

八
溝
嶺

抱

孤

画

銀
河

馬

頭

佐
藤

栄

穂
芒

風

那
須
野
原

小

川

小
川

子

芒
光

与
一
生

城

址

吉

田

国
安

薫

稔
田

一
枚
刈

待

如

雀

刈
田大

内

薄
井

日
々

虚
飾

彫

観
音
菩
薩

幽

笑
顔

和

見

藤
田

和
夫

水
害

救
援
受

恩

若
干

募
金

応
馬

頭

藤
田

文
代

自
分
史

編
集
半

思

出

写
真

見
入

日
々
早

過

小

川

平
澤

照
雄

便
利
萬
屋

書

妙

納
得

小

川

佐
藤

孝
子

身

裡

鬼
一
匹

棲

生

秋

谷

田

岡
崎

甫
子

※
先
月
号

短
歌

、

佐
藤
節
子

（

馬
頭）

作
品

誤

、

小
高
歌
子

（

和
見）

作
品

紹
介

。

謹

詫

上、

訂
正

。

三
歳

祝
着

谷

田

岡
崎

友
子

老

身

合

大
山
田
下
郷

佐
藤

有
紀

農
守

老

古
希

若

小

砂

笹
沼

季
子

草

庭
広

狭

谷

田

岡
崎

甫
子

爺

軽

胸

張

行

小

川

平
澤

照
雄

淋

入

呑

酒

薬

利

大

克
明

なかがわ

け
に

を

る

る

マ
ス

の

つ

る

を

い
て

を

く

か
な

に

あ
つ
ま
り
ぬ

の
ぶ

る

ま
れ
し

の

を

る
を

つ

く

ら
い
っ
せ
い
に

に
お
り
る

キ
イ

わ
が

に

な
か
り
し
や

り
す
す
む

の

け
き

の

け
し

あ
り
て
わ
れ
も

の

に

ず

の

ば

い

の

に

り

く

ぐ

コ
ン
ビ
ニ
を

と

く
あ
り
て

に

さ
せ
ら
れ
て
を
り

の

に

を

ま
は
せ
て

き
て
ゆ
く
べ
し
ひ
と
り
の

を

の

に
つ
き
ま
し
て

さ
ん

の

を

っ
て

さ
ん

の

と

し
て
し
ま
い
ま
し
た

ん
で
お

び
の

い
た
し
ま
す

の

き
せ
て
は
い
ポ

ズ

い
た

に
お
っ
く
う
に
な
る
お
つ
き

い

る

い
は

な
ど
ま
だ

い

む
し
る

か
ら
ず

か
ら
ず

ち
ゃ
ん
の

ト
ラ

を

っ
て

く

し
さ
を

れ
て

ん
で
る
コ
ッ
プ

21 11 10

植
松
三
十
里

著（

講
談
社）

織
田
信
長

妹
・

市

方

浅
井
長
政

娘
・
茶
々

乳
母

、
小

袖

小
谷
城

入

。

城

落
、
巡

巡

豊
臣
秀
頼

母

大
坂
城
炎
上

茶
々

亡

、
傍

仕
、
茶
々

守

抜

小
袖

大
蔵
卿
局
、
女

見

戦
国

世。

新
田
次
郎
賞
受
賞

気
鋭

描

歴
史
長
編。

・

著（

早
川
書
房）

「

影

Ｃ
Ｉ
Ａ」

呼

情
報
機
関

創
立
者

Ｃ
Ｅ

Ｏ

政
治

著
者

予
想

世
界

・

・
・。地

政
学

手
法

駆
使

著
者

見
通

未
来
、
一
見
荒
唐
無
稽

感

合
理
的
、
的
確

洞
察
力

感

。
衝
撃

未
来
予
想。

川
端

誠

著（

Ｂ
Ｌ
出
版）

若

頃

厳

修
行

積

、
弓

名
人

与
太
郎

、

那
須
与
一

孫

孫。

与
太
郎

孫
娘

小
茄
子

、
昔

武
勇
伝

話

・
・
・。

免
許
皆
伝

卒
業
試
験
、
五
十

先

小
豆

射

、

矢

放

平
家
物
語

。

不
思

議

楽

話。

／
／／

『
』

『

年
予
測』

『

与
太
郎』

め
の
と

な
す
の

の

お

の

と

と
の

の

と
し
て

は

に

っ
た

や
が
て

は

ち

り

っ
て

の

と
し

て

と
と
も
に

が

く
な
る
ま
で

に

え

を

り

い
た

こ
と

が

と
し
て

た

の

の

が

くジ
ョ

ジ

フ
リ

ド
マ
ン

の

と

ば
れ
る

ス
ト
ラ
ト
フ
ォ

の

で

を
つ
と
め
る

ア
ナ
リ
ス
ト
の

が

す
る
こ
れ
か
ら
の

と
は

の

を

し
て

が

す

は

に

じ

ら
れ
て
も

で

な

を

じ
さ
せ
る

の

い

に

し
い

を

ん
で

の

に
な
っ
た

じ
い
さ
ん
は

の

の

そ
の

じ
い
さ
ん
が

の

ち
ゃ
ん
に

の

を

し
は
じ
め
て

の
た
め
の

で

メ

ト
ル

の

を

る
た
め

ヒ
ョ
ウ
と

を

つ
シ

ン
は
ま
る
で

の
よ
う
で
す

ち
ょ
っ
と

で

し
い
お

ー

ー

ー

ー

ー

１
０
０

◇『

殺
気
！』

雫
井
脩
介

著（

徳
間
書
店）

◇『

江
戸
悪
党
改

役』

森
村
誠
一

著（

中
央
公
論
新
社）

◇『

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ』

本
多
孝
好

著（

集
英
社）

◇『

御
用
帖』

宇
江
佐
真
理

著（

集
英
社）

◇『

三
人
暮

』

群

著（

角
川
書
店）

◇『

捜
査
官』

末
浦
広
海

著（

講
談
社）

◇『

新
参
者』

東
野
圭
吾

著（

講
談
社）

◇『

Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ』

石
田
衣
良

著（

新
潮
社）

◇『

石』

大
崎

梢

著（

光
文
社）

◇『

天

堕
』

唯
川

恵

著（

小
学
館）

◇『

無
理』
奥
田
英
朗

著（

文
芸
春
秋）

◇『

光

生

物』

池
田
圭
一

著（

技
術
評
論
社）

◇『

旬

野
菜

栄
養
事
典』

吉
田
企
世
子

著（
）

◇『

入
園、
入
学

役
立

子

作

』

著（

文
化
出
版
局）

◇『

知

！
防

！

』

田
代
眞
人

著（

岩
崎
書
店）

◇『

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
大
全
集』

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄

著（

小
学
館）

／

／

／

／

／

／／

6

／
／

／

／

／

／

／

／／

め

な
で
し
こら

し

よ
う
こ

ね
ず
み

に

ち
る

る

き

の

の

エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

に

つ

ど
も
の
た
め
の
バ
ッ
グ

り

し
か
の
る

む

ろ
う

ご
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ー

俳

句

短

歌

川

柳

と
り
お
ど
し

ー
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月

日、

藤
田
製
陶
所

第

回
小

砂
焼
野
焼
祭

行

。

野
焼
、

土
器

地
面

並
、

上
、

直
接、

薪

焼

、

今
回
、

古
来
伝
統

「

式」

火
入

式

行
、

約

点

壷

焼

。

、

焼
上

間、

馬
頭
西
小

学
校
合
唱
隊

人
演
奏
家

虚
道

虚

無
僧
尺
八

演
奏

合

踊

舞
踊
家
柳
宏
子

「

縄
文

舞」

披
露

、

町
内
外

訪

約

人

方
々

野
焼

炎

里
山

響

音
楽

魅
了

。

今
年

回
目

迎

祭
典「

」

開
催

、

今
年

原
宿（

東
京）

白
石
市（

宮
城）

間

月

日

日
間

往
復

。

月

日

、

当
町

谷
川～
馬
頭

～

富
山
間

通
過
、

往
年

名
車
約

台

秋

八
溝
路

颯
爽

駆

抜

。

参
加
選
手

中

、

俳
優

堺
正
章

歌
手

近
藤
真
彦

姿

見

受

、

沿
道

多

人
々

小

旗

振

声
援

送

、

記

念

写
真

撮

。

月

日、

大
内
小
学
校

全
校
生

名

参
加

、

秋

稲
刈

行

。
刈

取

作
業

先
立
、

網
野
甚
一

校
長

「

自
然

恵

私

支

忘

、

感

謝

、

大
事

刈

」

。

年
間

渡
、

農
作
業

指
導

露
久
保
一
夫

刈

方

説
明

受
、

児

童

手

株

刈

。

今
回、

初
参
加

年
生

大
金
優
斗

、「

一
緒

刈

楽

」

語

。

稲

約

分

刈

終

、

月

収
穫
祭

餅

、

振
舞

。

生

音
楽

親

月

日、

長
泉
寺（

白
久）

「

」

開
催

、

「

舞
琉
華
瑠（

）」

、

「

喜
代
節」（

秋
田
県
民
謡）

「

康

定
情
歌」（

中
国
四
川
省
民
謡）

、「

飛

行

」（

南
米
民
謡）

世
界

民
謡

二
胡、

尺
八、

津
軽

三
味
線

演
奏。「

競
馬」（

民
謡）

、

颯
爽

草
原

疾
走

馬

姿

軽
快

表
現
、

最
後

馬

嘶

二
胡

表
現

、

見
事

演
奏

聴
衆

皆

盛
大

拍
手

。

最
後
、「

」
「

里

秋」

童
謡

合
唱
、

聴
衆

皆

芸
術

秋

堪
能

。

なかがわ

で

が

わ
れ
ま
し
た

は

を

に

べ

そ
の

に

を
く
べ
て

い
て
い
く

も
の
で

は

の

ま
い

き
り

に
よ
り

れ

を

い

の

な
ど
が

か
れ
ま
し
た

ま
た

が
る
ま
で

や

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ

ア

な
ど
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ

ト
や
フ

ラ
ン
ス

の

さ
ん
に
よ
る

の

と
そ
れ
に

わ
せ
て

る

さ
ん
の

の

な
ど
が

さ
れ

か
ら

れ
た

の

は

の

と

に

く

に

さ
れ
て
い
ま
し
た

で

を

え
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ

の

が

さ
れ

は

か

ら

を

か
ら

で

し
ま
し
た

に
は

の

を

し

ブ
カ
ッ
テ
ィ
や
ア

ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
な
ど
の

の

が

の

を

と

け

け
ま
し
た

の

に
は

の

さ
ん
や

の

さ
ん
の

も

け
ら
れ

で
は

く
の

が

を

り
な
が
ら

を

っ
た
り

に

を

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

の

が

し
て

の

り
が

わ
れ

ま
し
たり

り

に

ち

か
ら
は

の

み
で

た
ち
は

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

れ
ず
に

し
て

に

っ
て
く
だ
さ
い

と

あ
い
さ
つ

に

り

を

し
て
く
れ
た

さ
ん
か
ら

り

の
コ
ツ
な
ど
の

を

け

た
ち
は
カ
マ
を

に

が

つ
に
な

る
よ
う
に

り
ま
し
た

の

の

く
ん
は

み
ん
な
と

に

れ
て

し
か
っ
た

と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

っ

て
く
れ
ま
し
た

ア

ル
の

は

で

り

わ
り

の

で

に
し
て

わ
れ
る
そ
う
で
す

の

に

し
ん
で
も
ら
お
う
と

で

て
ら
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ

ト

が

さ
れ

ブ
リ
ュ

ゲ
ル

が

か
ら

コ
ン

ド
ル
は

ん
で

く

な

ど
の

の

を

な
ど
で

モ
ン
ゴ

ル

で
は

と

を

す

る

の

を

な
リ
ズ
ム
で

し

は

の

き
を

で

す
る
な

ど

な

に

の

さ
ん
か
ら

は

な

が
あ
り
ま
し
た

は

ふ
る
さ
と

や

の

な
ど
の

を

し

の

さ
ん

は

の

を

し
て
い
ま
し
た

21 11 10

10

11

20

13

10

10

10

13

10

16

27

18

10

30

11

10

18

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那
珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂珂
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾
走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
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第

回
栃
木
県
中
学
校
英
語

南
那
須
地
区
大
会
、

月

日

馬
頭
総
合
福
祉

開
催

、

南
那
須
地
区

中
学
校

学
年
代
表

名

出
場
、

熱
弁

奮

。

年
生

部

最
優
秀
賞

、「
夢

持

、

好

、

幸

大
切
、

誰

幸

気
持

夢

持

」

語

関
谷
美
希

（

小
川
中）

、

年
生

部

、

学
校

登

坂
道

人
生

重
、

将
来

目
標

語

荒
川
真
由
美

（

馬
頭
中）

選

、

県
大

会

出
場

。

月

日

日
間、

（

宇
都
宮
市）

「

“

食

農”

」

開
催

、

当
町

、

今
年

月

稼
動

肉
加
工
施
設

馬
頭
食
肉
加
工

組
合

出
店、

肉

使

串

焼

販
売
、

当

町

新

特
産
品

『

八
溝

』

Ｐ
Ｒ

。

『

八
溝

』

商
品
、

珍

手
伝

、

多

人

買

求
、

客

評
判

上
々
、

地
域
資
源

活
用

地
域
活
性
化

一
役

買

。

烏
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

、

今

相
談

機
会

少

高
齢
者

施
設
等

入
所
者

対
象
、

人
権
擁
護

委
員

出
向

相
談

受

出
前

特
設
人
権
相
談
所

開
設

。

今
年
、

社
会
福
祉
法
人
寿
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会「

郷」

協
力

月

日、

委
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設
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。
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烏
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局
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・
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）
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矢又地区 特産品活用 推進
目的 「 」 使 料理

開催 。
月 日（土）
山村開発 ー
栃木県内 在住 方
当日参加 方
月 日（水）

農林振興課農政係

那珂川町民 被扶養者 、品
行 正 学業 優 、他 奨学金
貸与 受 者

高等学校（高等専門学校
及 高等専修学校）奨学生…… 名
短期大学（専門学校）奨学生… 名
大学生（短大生 除 ）奨学生… 名
※ 、応募状況 変更
場合 。

高等学校生……………月額 円
短大（専門学校）生……月額 円
大学生…………………月額 円

年以内 貸与
奨学金 返還 （奨学金 無利

息）
月 日～ 月 日

学校教育課

高等学校及 大学 進学希望
者 学業、人物 優秀、 健
康 学費 支弁 困難 認
者

高等学校奨学生…若干名
大学奨学生………若干名

高等学校奨学生………月額 円
大学奨学生……………月額 円
※奨学金 返還 不要

月 日～ 月 日

（財）菊池育英会

久那瀬地区 出 古 襖 中
文書 昔 村 暮 考

。
月 日（日）～ 月

日（日） 午前 時～午後 時（月
曜日休館、 開館）

馬頭郷土資料館

入隊 同時 高等学校（通信制）
教育 受 、併 自衛官（技術陸
曹） 必要 教育 受 、
高等学校 卒業資格 得 。

中学校卒業（卒業見込
含 ） 方 、平成 年 月 日

歳以上 歳未満 男子、
高校受験 併願可（受験料無料）

月 日（日）～平成 年
月 日（金）

平成 年 月 日（土）

自衛隊 等陸 海 空
士 募集 年間通 行

宇都宮地方法務局 栃木県人権擁
護委員連合会 、「女性 対
暴力 運動」期間中
月 日（日）～ 日（土） 週間 全
国一斉「女性 人権 」
強化週間 、配偶者・ ー ー
等 暴力 職場等

・ ー ー
行為等様々 女性 人権問題
相談 受 。

月 日（日）～ 日（土）
午前 時 分～午後 時（但 土曜
日 日曜日 、午前 時～午後 時）

宇都宮地方法務局

「女性 人権 」全国共通
番号（ ）

世界人権宣言 国連 採択
月 日 「人権 ー」 定 、

今年 年目 迎 。当町
、相談・街頭活動 月

日（金） 下記 実施 。
（午後 時～ 時）

馬頭総合福祉 ー及 小川総合
福祉 ー 共生館

（午後 時 分～）
ー ー 馬頭店駐車場及

ー 小川店駐車場
総合窓口課

月 日（月・祝）
湯津上館

来年 「寅（ ）年」
、干支 由来 人 関
合 歴史 紹介 。

月 日（土）～平成
年 月 日（日）

小川館
（参加費 円）

「 」 文字 関 話 、
年賀状 使 作 。

月 日（日）午前 時～正午
小川館（定員 名）

※休館日 月曜日（祝日開館） 祝
日 翌日。要入館料（中学生以下
無料）

風土記 丘資料館
小川館

なかがわ

の を する
ことを に ゆず を った
コンテストを します

センタ
に する で

コンテスト できる

の で
が しく に れ の

の を けていない

び

を く
ただし により する

があります

に され
た を する は

び に
で ともに かつ
で の が と められる

の は です

から た い の に
あった から の の らしを
える

は

と に の
を け せて
として な を けながら

の が られます
み

を む の で
において の

との

では､ ･ ･
の を し なっています

と
では に する

をなくす である
の を

の ホットライン
として パ トナ

からの や におけるセク
シャル ハラスメント スト カ

な の をめぐ
る をお けします

し､
と は

の ホットライン
ナビダイヤル

が で されて
から を デ と め

で を えました に
おいても を

に のとおり します

センタ び
センタ すこやか

ス パ かましん び
さかいりショッパ ズ

まで

の とら にちなん
で の やトラと との わ
り いの について します

トラ の に する をきき
に えるハンコを ります

は と
の は

なす の

21 11 10

12 5

11 18

0287-82-2661
0287-92-1113

13,000
30,000
30,000

20

11 10 12 15

0287 96 2114

10,000
25,000

11 10 12 15

0287-96-2114

11 12 20

11/23

0287 92 1103

22
15 17

11 22

22 23

0287 22 2940

11
15 21

11 15 21
30

10

0570-070-810

12 10
61

12

30

0287 96 2111

11 23

12 22
31

300

12 10
30

0287 96 3366
- .

開催日
開催場所
応募資格

申込締切
申 込 ・問 合 先

資格

募集定員

貸与金額

奨学金 返還

申込期限
申 込 ・問 合 先

資格

募集定員

支給金額

申込期限
申 込 ・問 合 先

開催期間

問 合

応募資格

受付期間

第一次試験日及 会場

他

問 合

開設期間

実施機関

特設人権相談

街頭啓発活動

問 合

●第 回企画展「那須 横穴墓」
開催期間
開催場所
●冬休 小中学生向 展示会「寅
考古学 」

開催期間

開催場所
●古代文字講座

日時
会場

問 合

し み い わせ

の

し み い わせ

し み い わせ

い わせ

び

その

い わせ

い わせ

の

み け を
する

い わせ

南那須農業振興事務所

大田原市勤労者総合福祉 ー（予定）

自衛隊大田原地域事務所

５
２
２

－ －

１
９ ４

－ －

４ １

１
１ ８

１

２

－ －

１

，

８ ７
５

４

１ ３

３

－ －

５
１

６

－ －

センタ

栃木県人権擁護委員連合会

17

E mail:info@nasufudoki com

矢又 料理
出品者募集

平成 年度
菊池育英会奨学生募集

第 回企画展
「旧武茂村久那瀬 昔語 」

高等工科学校生徒
（自衛隊） 募集

全国一斉
「女性 人権 」

電話相談開設

人権週間 月 日～ 日

風土記 丘資料館企画展

ゆず コンテスト

り

の

の ホットライン

なす の

平成 年度那珂川町奨学生募集22

22

12 10

9

4

～襖 裏張 村 暮 ～の りからわかる の らし

特設人権相談・街頭啓発活動 実施の
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税 質問 答 手
段 利用
「 ー」 、「電
話音声・ 」 ー
月 日 終了
。

、「 ー （携帯電
話 含 ）」
ー 引 続 充実 努 参

、 気軽 利用願 。

、税 関 一般的 相談
、 近 税務署 電話
、音声案内 従 「 番」 選

択 、国税局 「電
話相談 ー」
、 利用 。

氏家税務署
（代表）

警察 、犯罪被害者 家
族 方等 相談 応
窓口 下記 、設

、 相談 。
、犯罪被害給付金制度 、通

魔犯罪等 不慮 犯罪被害 、
亡 方 遺族、身体 障
害 残 方、重大 負傷 疾
病 受 方 対 、国 犯罪被
害者等給付金 支給 、申
請手続 詳 、 問 合

。

那珂川警察署
栃木県警察本部
・県民相談室
・性犯罪被害者相談

労働者 安心 働 「労
働保険（労災保険・雇用保険）」
加入手続 事業主

方 、労働基準監督署 公共職
業安定所 所定 手続

。
宇都宮労働基準監督署

宇都宮公共職業安定所

月 日（月・祝日）
午前 時～午後 時 分
黒羽刑務所
刑務所内見学、 展示、

給食 試食会（有料）、干支 絵付
体験教室（有料）、太鼓及 囃

子 演奏、歌謡 ー、各種 ー、
刑務所作業製品 展示・販売、裁判
員制度 紹介 ー ー

黒羽刑務所

医師不足問題 全国的 苦境
病院経営 身近 地域医療

課題、先進諸国 比 抑制
日本 医療費 、医療 取

巻 現状 知 地域住民
医療関係者、行政

連携 地域医療 守 育
考 、講演会

・懇談会 開催 。
月 日（金）午後 時～

馬頭総合福祉 ー
那須南病院長 関口忠司氏
無料

南那須地区広域行政事
務組合

養育里親 、保護者 児
童 何 理由 保護者 養
育 児童 自分 家庭 迎
入 、愛情 込 養育
方 。
養育期間 、①児童 社会的自立
可能 、②保護者 児童

引 取 児
童 状況 応 異 。
養育里親 、原則

日間 研修 受講 。
詳 問 合 。

栃木県県北児童相談所

長時間労働者 割合 高止 等
対応 、生活時間 確保

働 出来 、
労働時間制度 見直 目的 、
平成 年 月 日 改正労働基準
法 施行 。宇都宮労働基準
監督署 、 改正労働基準法
円滑 施行 目的 、下記
、説明会（無料） 開催 。

① 月 日（水）午後 時 分～
② 月 日（水）午後 時 分～

宇都宮労働基準監督署

木材 利用促進、県産材 需要拡
大 図 、一般県民 方 参加

、「木」 対 理解
深 試験見学会

（無料） 開催 。
月 日（日）

午後 時 分～ 時 分
宇都宮林業 ー

（宇都宮市下小池町 ）
組（先着順）

材 曲 ・座屈・引
張 試験 親子木工教室

参加者 組毎 木
製品 。 、申
込方法 詳細 問 合 下

。

木 ー協会（栃
木県木材業協同組合連合会）

なかがわ

よくある の にお えする
としてご いただいております
タックスアンサ のうち

ファクシミリ サ ビスは
をもちまして いたしま

す
なお インタ ネット
サイトを む のタックスアン

サ は き き に めて りま
すので お にご います

また に する なご
は お くの にお をいた
だき に い を
していただければ の

センタ につながりますの
で ご ください

では やそのご
の からの に じるための
を のとおり けています

ので ご ください
また は

り の の により
くなられた のご に
が った な または
を けた に して が

を するもので
きなど しくは お い わ

せください

が して けるよう
の

きをされていない の

は または
で の きをしてくだ

さい

パネル
の の

け びお
の ショ バザ

の
についての コ ナ など

などで に
にあえぐ や な
の と べて され
ている の など を
り く を るとともに
と がこれからどの
ように して を り て
ていくべきかを えるため

を します

センタ

とは のいない
または らかの で が
できない を の に え
れ を めて してくださ

る のことです
は が

が となるまで が

を き れるようになるまでなど
の に じて なります

となるためには
の を していただきます
しくはお い わせください

の の まり
に し を しながら
くことが るようにするため

の しを として
から

が されます
では この の

な を とし のとお
り を します

の の
を るため の に

していただき に する
を めていただくための

を します

センタ

スギ による げ
り と

に セット
をプレゼントします また
などの はお い わせ

さい

とちぎ づかいプランナ

21 11 10

11 30

// . . . /

028
682 3311

0287-92-0110

028-627-9110
0120-710-873

028 633 4251

028 638 0369

11 23
30

0287 54 1198

11 20

0287 83 0021

0287 36 1058

22

12 30
27 30

028 633 4251

11 29
30 30

280
50

028 652 3687

国税庁 ー ー

問 合

相談窓口及 問 合 先

問 合

日時

場所
内容

問 合

日時
場所
講師
入場料
問 合

問 合

開催日時

開催場所
問 合 ・申 込 先

開催日時

開催場所

募集定員
内容

他

問 合 ・申 込 先

ホ ムペ ジアドレス

い わせ

び い わせ

い わせ

い わせ

い わせ

い わせ

い わせ し み

その

い わせ し み

http: www nta go jp

１

－
－

－ －

－ －

９ ２

－ －

７

－ －

６

－ －

４ １

２ １
１ １

－ －

１ ４

１ １

－ －

宇都宮市文化会館小 ーホ ル

「 ー（税相談）」
電話音声・ＦＡＸ ー 終了
タックスアンサ

サ ビスの

犯罪被害相談窓口・
犯罪被害給付金制度

月
「労働保険適用促進月間」

第 回黒羽矯正展

地域医療 考
地域医療講演会・懇談会

社会的養護 担
養育里親 ？

改正労働基準法説明会 開催

木材強度試験見学会・
親子木工教室

11

26

は

をみんなで えよう

を う
になりませんか

の

－ －



20広報 平成 年 月 日なかがわ 21 11 10

「児童館」
11 16 12 15月 日～ 月 日

休のお み
開館時間 午前 時～午後 時
（閉館時間 変 。

月～ 月 ）

共通： 月 日（月・祝）、 日（月）

月 日（火）、 日（火）
月 日（月）、 日（月）

月 日（金）、 日（金）
月 日（金）、 日（金）

９ ４

２
０２８７－９６－３１０９

７ ４

が わりました
まで11

11 23 30

11 16 24
12 14

11 20 27
12 11

日 月 火 水 木 金 土
11/16

12/1

17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

10 11 12
13 14 15

2 4 5
7 8 9

3
6

なかよしひろば

チャレンジクッキング

け

なかよしひろば

クリスマスグッズを ろう

たのしい と しばいの

ボランティアのおはなし

なかがわまち ウォ ク

・ 月 日 木 午前 ～
作 。

・参加申 込 月 日 火
・参加費 円
・持 来 ・三角巾

・ 月 日 土 第 回 午前 ～
第 回 午後 ～

手編 小物 作 。
・参加申 込 月 日 木 各回先着 名
・材料費 無料

・ 月 日 日 午前 ～
『 ー 』 作 。

・参加申 込 月 日 金
・参加費 円
・持 ・三角巾

・ 月 日 土 午前 ～
・内容『崖 上 』 見 来 。

・ 月 日 土 午後 ～
ー 。

器 方 持 。
・参加申 込 （会員以外） 月 日 日
・花代 円

・ 月 日 木 午前 ～
。

・参加申 込 月 日 日
・ 代 円

・ 月 日 日 第 回 午前 ～
第 回 午後 ～

作 。
・参加申 込 月 日 木
・参加費 円

11 19 ( ) 10:30

11 17 ( )
50

11 21 ( ) 9:30
1:30

11 19 ( ) 10

11 22 ( ) 9:30

11 20 ( )
50

11 28 ( ) 9:30

11 28 ( ) 1:30

11 22 ( )
700

12 ( ) 10:00

11 29 ( )
50

12 13 ( ) 9:30
1:30

12 10 ( )
100

おやつを ろう
し み まで

って るもの エプロン

みくんでかわいい を りましょう
し み まで

かんたんおやつ パ ムドック を ります
し み まで

ってくるもの エプロン

の のポニョ みんなで に てくださいネ

フラワ アレンジメントをします
のある は ってきてください

し み まで

リズムあそびをしよう
し み まで

おやつ

かわいいクリスマスグッズを りましょう
し み まで

手芸教室

映 画 会

生 花教室

作

絵本 紙 会

読 書 会

婦人 会

文学 ー

1
2

3

1
2

・ 月 日 木 午前 ～ ・ 月 日 木 午前 ～
・場所 馬頭図書館 視聴覚室
小 子 会 。
親子 一緒 越 。

11 19 ( ) 10:30 12 ( ) 10:303

さいお さまのためのおはなし です
でご にお しください

・ 月 日 水 午後 ～ ・場所 馬頭図書館 視聴覚室
・ 「院長 恋」 佐藤愛子 著
和 雰囲気 語 。
興味 方 気軽 。

・ 月 日 土 午後 ～ ・場所 馬頭図書館 児童室
昔 絵本 紙

読 。

・ 月 日 日 午前 ～午後
塩原・那須方面 、明治 文学 旅行 。

・講師 桑野正光先生 ・参加費 円
・定員 名 ・申込先 馬頭図書館

12 ( ) 1:30

12 12 ( ) 2:00

11 29 ( ) 9:00 4:30

800
30 ( 0287 92 5015)

9
／テキスト の

やかな で りあっています
のある はお にどうぞ

おはなしじょうずなボランティアさんが ばなしの や
しばいを んでくれます

へ の をめぐるバス です

- -

今
月

表
紙

の

富
山

舞

の
さ
さ
ら

10
月

日、
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
・
災
難
除

祈
願
、
諏
訪
神
社（

富
山）

県
無
形

民
俗
文
化
財

指
定

「

舞」

、
地
元

佐
々
良
舞
保
存
会

皆

、

奉
納

。

舞

入
羽
外
先、
山
陰

庭

構
成

、

笛

音

合

、

面

「
」

、
雌
獅
子

奪

合

匹

雄
獅
子

（

赤

棒）

振

廻
、「

」
（

簓）

掻

鳴

興

添

滑
稽

踊

見
物
客

皆

、
笑

喝
采

博

。

4

3

2

け
を

し

に
て

に

さ
れ
て
い
る

さ
さ
ら

が

の

の

さ
ん
に
よ
り

さ
れ
ま
し
た

は､

､

の

で

さ
れ

の

に

わ
せ
て

ひ
ょ
っ
と
こ
の

を
か
ぶ
っ

た

フ
ク
ベ

が

を

い

う

の

を
け
し
か
け
る
よ
う
に
サ
ン
シ
ョ
ノ
ボ
ウ

い
す
り
こ
ぎ

を

り

し

ス
ッ
コ

は
サ
サ
ラ

を

き

ら
し
て

を

え
る

と
い
っ
た

な

り
に

の

さ
ん
か
ら

は

い
と

を

し
て
い
ま
し
た

い
れ
い
れ
は

お
か
ざ
き

お
か
ざ
き

や
ま
か
げ

馬頭図書館・小川図書館 休館日の （ ～ ）11/16 12/15

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日



21 広報 平成 年 月 日

阿
久
津
亮
太

大
金

凛
花

菊
池

悠

益
子

蓮
響

岡

紗
斗
美

小
椋

花
菜

濱
島

颯
太

岡

奈
々
心

橋

芽
紗

益
子
結
樹
斗

藤
澤

来
人

小
林

琉
唯

善

明

由
美
子

裕
恵
里
香

優
由
喜
江

裕

樹

麻
里
子

宣

夫

英

二

美
保
子

雄
一
郎子

文

大

智

美

郁

夫

久
美
子

康

幸

幸

代

孝

生

美

香

良

進

裕

美

馬

頭

馬

頭

矢

又

和

見

久
那
瀬

久
那
瀬

富

山

谷

川

大
那
地

三

輪

浄
法
寺

（
）

馬

頭

田
村

（
）

健

武

神
岡

（
）

健

武

深
澤

稔

（
）

矢

又

酒
主

美
枝

（
）

和

見

吉
成
千
世
惠

（
）

小

口

和
知

（
）

北
向
田

門
井

敏
明

（
）

久
那
瀬

小
幡

（
）

松

野

湯
本

錦
市

（
）

盛

泉

大
金

宏
一

（
）

大
森

清
一

（
）

池

（
）

小

砂

永
森

康
之

（
）

小

川

橋
本

久
子

（
）

小

川

飯
田

武
雄

（
）

小

川

落
合

國
雄

（
）

谷

田

星

行

（
）

谷

田

※
掲
載

希
望
者

。

月

日～

月

日

受
付
分

敬
称
略

（

氏

名）（

父
母

名）（

住
所）

（

氏

名）
（

年
齢）

（

住
所）

古
墳

横
穴
式
石
室

横
穴
墓

玄
室（

遺
体

安
置

部
屋）

内
部

壁
面
、

彩
色

線
刻

絵
画

装
飾

、

「

装
飾
古

墳」「

装
飾
横
穴」

呼

。

五
世
紀

六
世
紀
代

（

約
一
六
〇
〇～

一
五
〇
〇
年
前）

中
心

造

、

全
国

約
六

〇
〇
基

。

中

、

九
州（

福
岡
県

熊
本
県
域）

東
日
本

集
中
地
域

知

。

東
日
本

、

茨
城
県

宮
城
県
南
部

太
平

洋
沿
岸

彩
色
壁
画

古
墳

横
穴
墓

多

分
布
、

線
刻

壁
画

、

東
京
湾
沿

岸

神
奈
川
県

千
葉
県

茨
城
県

宮
城
県
南
部

太
平
洋
沿
岸
地
域

多

確
認

。装
飾

横
穴

墓
、

栃
木
県

初

、

那

珂
川
町

北
向
田
・
和
見
横
穴
墓

群

遠
見
穴

発
見

。

遠
見
穴
、

唐
御
所

南

位
置

。

状

形

玄
室

横

穴
墓
、

奥
壁

両
側
壁

天

井
部

線

絵

彫

込

。

最

多

、

広
葉
樹

葉

表
現

、

弓

幡（

仏
殿

飾

旗）

可
能
性

絵

発
見

。

遠
見
穴

描

、

木

葉

題
材

壁
画

古
墳

横
穴
墓
、

特

九
州

山
陰
地
方

中
心

確
認

。

、

古
墳

時
代

那
須
地
域

人
々
、

独

自

文
化
圏

切

開

証

言

。

、

絵

何

描

。

発
見

彩
色

線
刻

絵
画

題
材

、

円
文

連
続
三
角
文

幾
何
学
文
様

人
物

船、

建

物、

武
器、

武
具、

水
鳥、

魚、

馬、

植
物

実

様
々

。

文
字

時
代、

今

何
気

描

模
様

絵
、

人
々

思

伝

大
切

手
段

一

。

古
代

人
々
、

人

死

来
世

向

旅
立

信

。

、

世

、
死
者

眠

、

災

邪
悪

霊

信

。

墓
室

描

絵
、

死
者

無
事

来
世

辿

着

、

祈

込

一

。

現
在、

湯
津
上
館

開
催
中

第
十
七
回
企
画
展「

那
須

横
穴

墓」

、

遠
見
穴

線
刻
壁
画

実
物
大

再
現
、

展
示

。
遺
跡

併

、
是
非、

足

運

。

（

風
土
記

丘
資
料
館

学
芸
員

秋
谷
沙
織）

なかがわ
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り
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は
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を
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と
も

じ
ら
れ
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と
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を
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を
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と
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を
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り
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う
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う
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は
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そ
う
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な
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み

め
い
さ

ゆ
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と

ら
い
と
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い

よ
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あ
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き
せ
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つ
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し
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き
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み

と
お
み
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か
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し
ょ

ば
ん

ム
ル
テ
ィ
ア

テ
ィ
ニ
ン
シー

大
山
田
下
郷

大
山
田
下
郷

大
山
田
下
郷

（
）

11月 日現在 人口1 の
（住民基本台帳）

男 人（＋ ）
女 人（± ）
計 人（＋ ）

世帯数 （＋ ）

（ ）内 前月 比較

9,753
9,739
19,492
6,097

9
0
9
6

は との

海
老
沢

子

イ
ツ９

和見遠見穴線刻木葉

そ
う
し
ょ
く
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－ －秋季特別展

きらめく の に まる
たくさんの った そ
して には の りとごち
そう ではご が

と ばれて､おめでたい､
そして やかな が ち
ています

には の の を た しい
い の の である に われた には
と の もの をさしています これ

は の の で の
となった が れて

けしたという で な です
は を とする ですが
は で の で った

をはいて のように に ったと えられます
そのため の さで させられ の

が の となります
の ぶりは され たびたび

に かれました
この は と じ さの を って

けする です は きな に り
と さを べられていますが をつり げる
ためでしょう い り で い や り
を につけています

の である と の の を た
の が に えられる

は のため な を じていまし
た そのため ここでは は という に

えられています
は く を けしますが この

い えでは を ってこない に を
て で から さ りにして り してし
まったということです

より まで
し は まで

は ま
つりのため が となります また

は まで しています

から によるワ クショップを い
ます は で はがきを ります

し みは
まで

燈籠 下 集
着飾 人々。

手前 松 飾
。画面左手 祝儀

次々 運
華 雰囲気 満
。

中央 、龍虎 模様 打掛 着 美 女性。
高 位 遊女 証 横兵庫 結 髪
笄 枚 櫛、 本 簪 。
、吉原遊郭 三浦屋 高尾太夫 、伊達騒動

発端 人物、仙台藩主伊達綱宗 惚 身
請 逸話 有名 遊女 。
仙台藩 伊達政宗 祖 名門 、三代

目藩主綱宗 放蕩三昧 、伽羅 木 作 下駄
毎夜 廓 通 伝 。
、 歳 若 隠居 、 歳 伊

達綱村 四代目 藩主 。
綱宗 放蕩 後世脚色 、 浮世

絵 描 。
絵 高尾 同 重 小判 支払 身請
場面 。高尾 大 天秤 乗 、小判

重 比 、金額 上
、思 切 豪華 重 着物 髪飾

身 。
伊達家 紋 竹 雀 模様 着物 着 画

面右側 男性 綱宗 譬 人物。当時、幕
府 体制保持 社会的 報道 禁
。 、 綱宗 頼兼 名 替

。
綱宗 首尾良 高尾 身請 、 後、
言 伝 、自分 慕 高尾 腹 立
、隅田川 舟 逆 吊 切 殺

。
馬頭広重美術館 学芸員 長井裕子

後期：～ 月 日（月祝）
午前 時 分 午後 時
（但 入館 午後 時 分 ）
月 日

月 日（日） 広重紅葉
、入館料 無料 。 、

当日 午後 時 開館 。
月 日（日）午後 時 分

佐藤元春先生 ー 行
。今回 木版画 絵 作 。

参加費 円。 申 込 広重美術館
。

よこひょうご

き ゃ ら
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－
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30
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11 15 1 30

500 0287
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こうがい かんざし

【会 期】
【開館時間】

【休 館 日】

【広重紅葉 】

【 ー 】

まつり

ワ クショップ

「新吉原三浦屋 高尾 頼兼君身請 図」
歌川芳虎 ー 文化研究所蔵

の の
ポ ラ

よりかねぎみみうけ ず


